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　 The 　responses 　 of　hem 飢 onosis 　patients，　to　explanations 　by　phamlacists　 about 　the 　injection　of　antineoplastics

were 　s【udied ．　Fifteen　eligible 　patients　 were 　sampled 　for　two 　years　 until　November 　2000．（1）AI【patients　 an −

swered 　that　they　needed 　phamlacist　consultations 　regarding 　the　injections　of 　antineoplastics ．（2 ）Mos 【 patients

answered 　that　consultations 　 were 　effective 　in　he［ping　thcm 　Io　 understand 　1he　 effect 　of 　drugs　 anCl，　 as　 a　 resu11 ，
their 　level　of　anxiety 　decreased．（3）They　also 　answered 　Ih飢 explanations 　regarding 　Ihe　side 　effects 　prior　to

the　treatrnents　were 　good　since　they　were 　prepared　for　the　occu π ence 　of 　any 　such 　side 　effects ，　This　queslion−

naire 　indicated　Ihat　pharrnacist　consulIations　regarding 　the　injection　of 　antineoplastics 　have　a　posilive　in們uence

on 　the 　patients
’

menta 且preparedness　Io　receive 　such 　medication ，

Keツwords 　
−

questionnaire，　pharmacist ，　consultation ，　injections，　antineoplaslics

緒 言

　新潟大学医学部附属病院 で は ，血 液疾患患者 に 対す る

薬剤管理 指導業務 と して，教授 回診，症例検討会 に 参加

し，治療方針 と そ の プ ロ トコ
ー

ル を理解 し，薬剤師が リ

ス ク マ ネージ メ ン トの 観点から処方内容 の チ ェ ッ ク を行

うと と も に ，医師の 依頼 に よ り，患者 に経 口薬 とともに

1 ク
ー

ル ご と に 抗癌剤注射薬 お よ び支持療法に 用 い る 注

射薬 の 説明を行 っ て い る．

　抗癌剤注射薬 の 説明を始めた きっ か け は，患者側 か ら

の 要望 が あ っ た こ と，また，医師か ら説明書 を作成 して

ほ しい との 依頼 に よ る，

　患者側 か らの 要望 の 原 因 と して ，抗癌剤注射薬 に つ い

て 前 も っ て 医師 か ら説 明 を受け て い る が，そ の 大部分 は

口 頭 で あ り，薬 の名前 も カ タ カ ナ な の で 聞 い て も覚えら

れ な い こ と，また，治療 の 主体 と な る薬剤なの で，もっ

と詳 し く知 りた い な ど の 患者 側 の 不 満が 多か っ た こ と が

あげられ る．以一ヒよ り，薬剤師 が 抗癌剤注射薬に つ い て

説明す る 必要性 を感 じて い た．

　小 谷 ら
］），小 瀧 ら

2〕，田一ヒら
3）は，治療 の 中心 と な る 化

学療法に 対 して，い か に 薬剤管理指導 を すべ きか　注射

薬，内服 薬 両 方，特 に 服薬指導に つ い て 述べ て い る ，そ

して ，田 上 ら は，治療薬 の 理解 に 基 い た 治療が行 わ れ る

よ う説明 を行 うべ きで あ り，特 に 副作用 に つ い て は ，十

分 な 患者理解が ，精神的負担 を軽減 し，思者 自身の 積極

的な治療姿勢 を得 る ため に も重要で あ る と述 べ て い る．

以上 の よ うに，抗癌剤注射薬 に つ い て 服薬指導を実施 し

て い る 病院 は 多 く，そ の 必 要 性 を 述 べ て い る．

　
一

方，服薬指導に 対す る患者の 意識調査に つ い て ，以

下 の よ うな報告 が あ る．末松 ら
4｝
お よ び 竹 内 ら

5｝
は，外
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来患者 に 対 して 医薬品情報提供 に つ い て の 意 識調査 を

行 っ て い る，池田 ら
6）は，薬斉ll情報提供 の た め の説明書

に つ い て，外来患者以外 に 医師 も対象 と した意識調査 を

実施 し て い る ．網野 ら
7）は

， 外来癌患者へ の 服薬指導 に

対 して ，同 じ く医師の 意識調査を実施 して い る．

　
一

方 ，
こ れ ま で 薬剤師か らの 抗癌剤注射薬 の 説明 に つ

い て 患者 の 意識調査 した報告は見 られ なか っ た．そ の た

め，今 まで の 服薬指導 で 良い か ，抗癌剤注射薬の 特殊性

に よ り，説明す る こ と で 不安 を む や み に 与 えて い な い

か，患者は薬剤師からの 抗癌剤注射薬 の 説明 を必要 と し

て い る か 等 の 検証 を 試 み た ，

方 法

　抗癌剤注射薬 の 説明 は
， 薬効 ， 高頻度 に 生 じる ま た は

重篤な副作用症状，注射薬 の 投与順序 ， 投与時間，同 じ

ク
ー

ル 内で 投与さ れ る副作用予防薬 や 補液な ど で あ り，

抗癌剤以外 の 注射薬 の 薬効に つ い て も同様 で あ っ た．そ

の 説明書 の
一

例 を図 1 に 示す，そ して，高頻度に 生 じる

副 作 用 が 現れ た と きに 驚 い た り，また，今点滴されて い

る薬が抗癌剤 なの か ， 副作用予防薬 な の か な ど の 区別が

　　　　 ☆ 新潟　一郎 　　　　 様 の お薬の 鋭明魯 で す☆

他の q 暁、診覈所 にかか ると？、ま た は 藁Ωで お嬢をお駅 め に な ると きは こ の 用 觝 砦見せ て 下 さ い 。
IoNo ．
曼付 番号 　　　　　　　0　作 成日　2000年8月31日

　 　　　　 　 25 腹 8 か月　 男性

診嫐科 内科

　 　 1、ナゼア 注射 液O．3ng

筐薗
　 　 3．ベ プシ ド注

避
卿

　
薬 痢師

」 璽
◆ 上記の鷁の 卿用は

一
鍛的 な もの であ つ て ．儘 状 によ つ て は腐 な る侵わ れ方 も あ ります．

お薬は竃 鱈日尭．熱．温 気を さけ て保存 して 下 さい 。
新潟大掌 厳学 部附 属痾院薬剤部

　 　 〒 95t −8520 斫濔帛組町通 1−754

TEL 　O25−227脯2789

図 L 薬 の 説明書

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society of Pharmaceutical Health Care and Sciences

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoeutioal 　Health 　Care 　and 　Soienoes

医療薬学 Vol ．29，No ．1 （2003＞

つ か ず長時間緊張 した りな ど しない た め に
， 薬 に 対す る

不安を取 り除け る よ うに 心掛けた ．

　患者 へ は，薬 の 名前，注射薬 の 色，お お よ そ の 注射量，

投与日，投与時 間，薬効，副作用症状，注意事項を説明

し て い る．
“
わ か りや す い 薬剤情報提供 の た め の 写真付

き服薬指導 CD −ROM
”

の ソ フ トs》を 使用 し，必要事項 を

記載 し説明 した，副作用症状 は ，
“
重大 な副作用回避 の

ため の 服薬指導情報集
”g−11）

な ど を参考 に し記載 した，

　そして，抗癌剤注射薬 の 説明 を行 う中で 患者 の 反響 を

聞 き取 り調 査 した ．ア ン ケ ートの 内容 を図 2 に 示す．ア

ン ケートの 回答方法は，選択式 の 設問と記述式 の 両方 を

取り入 れ，口頭で 聞 き取 り調査 の 同意 を得た患者 に実施

した．回 答 は 複数 回 答有 り と した，実施 時 期 は，予 定の

化学療法 が 終了 し症状が 安定 した 時 と した．

　聞き取 り調査 の 対象 は，新潟大学医学部附属病院第
一

内科 （血 液班専 門病棟 を 含 む）入院の 血 液疾患患者 で あ

る．薬剤師か らの 抗癌剤注射薬 の 説明 に つ い て，1998年

12月か ら2000年 ユ1月まで の 2 年 間 で 実施 し た全患者 26名

の うち，死亡，病状悪化患者，急な退院患者，治療開始

間 もな い 患者を除 き，同 意を得 た 全患者 15名 に行 っ た．

聞 き取 り調 査 は，当 病 棟 担 当 の 筆 者 が 行 っ た．

図 2．ア ン ケート用紙

結 果
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　患者背景 を表 1 に，そ の 際 に行 っ た化学療法 ，主な支

持療法の 内容 を表 2 に 表示す る．男女比 ＝ 9 人（60％）：

6 人 （40％），平均年齢 ：49．9± 16．6歳 （MEAN ± SD ），

平 均 入 院期 間 ：192．0±71．9日 （MEAN ± SD ），病 名 ；

悪性 リ ン パ 腫 ll人，多発性骨髄腫 2 人，急性骨髄性白血

病 2 人 で あ っ た．

　 ア ン ケ
ー

ト調査 に つ い て 以下 に 示す．

　 質問 1 に お い て ，患者 に と っ て 抗癌剤注射薬 の 説明が

あ っ た方が良 い と答えたの は，全員 で あ っ た．

　患者 に とっ て抗癌剤注射薬 の 説明 の メ リ ッ トは何かを

質問 し た （質問 1，図 3 ），何 が 点滴 さ れ て い る か 薬効

が わ か り安心 した と答えた の は 7 人 ，副作用が わ か り安

心 し た と答え た の は 5 人，説明書が あ る と後で 確認 が で

きる と答 え た の は 3 人 ， 点滴順序 ， 治療 の 全体像 な ど
，

点滴内容が わ か り安心 した と答えたの は 3人 で あ っ た，

以上 の よ うに説明 の メ リ ッ トと して 薬効 が わ か る 点 をあ

げ た思者が多か っ た，

　抗癌剤注射薬 の 副 作用 説 明 を受けて の 印象を調査 した

（質 問 4 ，図 4 ）．前 も っ て 副 作 用 へ の 覚 悟 が で き た の

で ，生 じた 時 に 不安に 思 っ た り驚 い た り し な か っ た た め

良か っ た と答えた の は 7人 ，説明 の あ っ た副作用が 生 じ

た と き，薬 が 効 い た 証拠 の よ うに思 える な ど の 理 由で ，

表 1．患 者 背 景

患者
No 性 年 病名

入 院 期

間（日 ） 治療 副作用症 状

1女 59MM 129DMVM ．VAD しびれ，吐 気、　 血

2 男 29NHL294cyclo

　8EAP，
PBSC 丁

食欲低 下 、頭痛．吐
気、口 内炎

3 女 26NHL171T −COP
味覚障書、吐気 ロ

内炎、ロ 内痛

4 男 69NHL188T −COP 便秘、眠気．倦怠 感

5 男 ア0N トIL 130colo　BEAP 一

6 男 62NHL 146ocloBEAP 脱毛 、吐気．ロ内 炎

7 女 33AML180JALSGAML97（地固め 療法）

倦 怠 感．頭 痛、食欲

不振、吐気、下 痢

B 女 75NHL214CHOP
　 ｝

（プレドニ ン無 し） 食 欲 不 振 、吐 気

9 男 51MM 280VAD
、　 PBSCH ，

PBSCT

血 管痛、しびれ、便
秘．嘔吐 、発 熱．胃
痛 ．下痢

10 男 63NHL 137PBSCH
，

PBSCT 、ESHAP
や つ 　　、口　　　、

発 熱 、食 欲 匪下、吐 気

11 33AML249JALSGAML97 〔維持強 化療 法）

吐 気、嘔 吐 、発熱 ．
倦 怠感

12 女 25NHL 96ccloBEAP
吐 気 、しび れ 、頭痛．
嘔 吐

13 44HD
　 ESHAP 　 l ，
364P8SCT 吐 気

14 5NHL 153丁一COP

ロ 内炎．倦 怠感．舌
の 知覚 障署、味覚障
害

15女 59NHL150T −COP
爪 変色、口 内 炎、脱
毛、味覚異常

MM ：多発 性骨髄 腫．　NHL ；非ホ ジキ ン リン パ腫、
HD ：ホジキン リンパ 腫、AML ：急性 骨髄 性 白血病
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表 2，治療内容

（A）各 プ ロ トコ
ール 中使用抗癌剤

病 名 ｝ プロ トコ
ー

ル 名 i　 使 用医 薬品 文 献

MMDMVM ビンクリス チン

ラニ ム ス チン

メル フ ァラン 12

デキ サ メタゾン

VAD ビン クリス チ ン

ドキソル ビシン 13

デキ サ メタゾン

PBSCH シクロ ボス ファ ミド

PBSCT エ トポシ ド

メル ファ ラン 骨髄腫 PBSCT

ラニ ム ス チ ン 研 究会

NHLcyclo 　BEAP ドキ ソル ビシ ン

シクロボ ス ファミド

エ トポシ ド

ビン クリス チ ン 14

ブ レ オマ イシン

プレ ドニ ゾロ ン

PBSCT ラニ ム ス チン

カル ボプラチン

エ トポシド PBSGT 研 究会

シクロ ボ ス ファ ミド

PBSCH エ トポシ ド

T−COP ピラル ビシン

シクロ ボス ファ ミド

ビン クリス チン CHOP 変法

プ レ ドニ ゾロン

biweekly　CHOP ドキソル ビシ ン

シ クロボ ス フ ァ ミド

ビン クリス チン 15
プレドニ ゾロ ン

ESHAP エ トポシ ド

メチ ル プレ ドニ ン

シ ス プラ チ ン 16

シ タラビン

AMLJALSG 　AML97 シタラ ビン

（地 固 め 療法 ） エ トポ シド

ミトキサ ントロ ン

エ ノシ タビ ン

ダウノル ビシン

アクラ ル ビシン

メル カプトプ リン

JALSG 　AML97 エ ノシタビン

（維 持・強化療法 〉 ダウノル ビシン

メル カプトプリン
Japan 　Adu ［t

ミトキ サ ン トロ ン

エ トポシド

　L則 kemia
Study　Group

（JALSG ；日 本
ビンデシ ン 成人 白血 病研

ア クラル ビシ ン 究 グル ープ）

MM ：多 発 性 骨 髄腫 、NHL ：非 ポ ジキン リン パ 腫、
HD ：ホ ジキ ン リン パ 腫、AML ：急性骨髄性 白血 病

治療 に 対す る 不 安 が 減少 し た と答 え た の は 3 人，前 も っ

て 医師か ら説明があ っ た の で 何 と も思わな か っ た と答 え

た の は 6 人，治療 に対 して 不安が増 した と答 え た の は 1

人 で あ っ た．

（B）主 な支持療法
　　　　　　　　　　　　　　　　璽
カリニ 肺 炎 感 染 予 防 　　　　　　　　　 ｝ST 合剤　　　鬪鬪鬥闇鬪【 凾鬥剛圏 鬥囚鬪門鬪劉闇
カリニ 肺 炎感染 予 防　　　　　　　　　；ペ ン タミジン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鬥囚飼闇鬥門鬥

　 　
尸
　　 　　　　 　

■
　　
剛
　
■圏

　　　
闇
　
闇
　　 　

劉“門【
　　 　

【「尸
　　　　 　　マ

バ クテ リア 感染 予 防　　　　　　　　 iニ ュ
ーキノ ロ ン剤　　　 剛鬥闇鬥門

真 菌 驟 予 防 　　 　　　 ｛フ ル ・ ナ ゾー
ル闇囚 ■鬥■門【戸「．．國困 剛闇闇鬯圏闇■鬥鬥闇圏鬥 「闇「「 「

ロ 腔 内 感 染予防　　　　　　　　　一瓢滋薫烹ガーグル囚闇門鬥鬪尸【 闇 闇
胃腸 障 害 予 防　　　　　　　　　　　 iH2プロ ッカ

ー
　　　　　　　　　　　　　　　 ．剛■．困 ■囚■闇鬥闇鬪鬪睥戸鬥　　國 ■囚 鬥闇【尸尸劉「
悪心 嘔吐 　　　　　　　　　　　　　　 i5−HT3拮 抗剤■凾闇囚■闇門門闇門【【 國凵 國 ■■闇鬥 鬥闇■闇鬥門尸門門
口 内 炎 　　　　　　　　　　　　　 ｝デキ サ ル チ ン軟膏

ロ丙葵　　
…
　　　　　　　　　　　掛苜ブllツ：ル莟そ弓i夜

門尸

舜中 探藏少 症　　　　　
’門…… ’

　 鯊：C§F　
…

・
　
闘
　　　

・・
　　　　　　　　　　　　　　

剛
　　

國圏”
　
鼬剛

　　
囚鬪剛

か　
鬪
　
鬪
　
闇鬪
　
闇
　
「
　　　　

尸
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　当初，抗癌剤 の 副作用 の 説明 に よ り患 者 の 不 安が 増 す

の で は ない かとの 危惧があ っ た が ，副作用 の 説明 を行 う

に つ れ て の 手応 え と お りの 結果 とな り，ほ と ん ど の 患者

は 副作用 を肯定的 に 捉 え て い た．

　副作用 は，例 え ば
， 吐 き気，口 内炎な どの 副作用症状

を主 に説明 した が，例 え ば 白血 球減少症，肝機能障害 な

ど の 副 作用 診断名 の 説明 を 必要 に 応 じて 行 っ た．副作用

の 説明方法 に お 吟 て ， 副作用症状 また は，副作用診断名

の どち ら が必要性 を感 じた か を質問 2 ，3 に お い て 調査

した （図 5）．副 作 用 診断名 を含 め た 詳 し い 説明 の 方 が ，

副作用症状 が 生 じ る理由 や 注意事項が納得 で き， また ，

副 作 用 が 生 じ た 時，驚か な い などの 理由 で ，副作用症

状，副 作 用 診 断 名 の 両 方 が 良 い と答 えた 慰者 は 9人 ，副

作用症状 は 自己判断で きる が，副作用診断
’
名 は

，
ど ん な

症 状 か わ か ら な い ，診断名 が 理解 で きな い な ど の 理 由

で ，副 作 用 症 状 の 説 明 の み で 良い と答え た患者 は 5 人，

副作用診断名の み で よ い と答 えた 患者は 0 人，副作用症

状 ，診断名両 方 とも不 必 妛 と答 えた患者 は 0 人 で あ っ

た．また ，副 作 用 の 説 明 に よ り不 安 が 増加 し た と答 えた

患者 1 名 で さ え も，副 作 用 症状，診断名両方の 説明 の 必

要 1生 を訴えて い た，

　い ず れ に せ よ副作用 の 説 明 は，副作用症状 の 説明 の 必

要性 を 答 え た の は93．3％ （14人 ）で あ り，そ の 他 の 解答 を

し た 1 名 は，副作 用 症 状 と副 作用 診断名 の 区別 が 説明 し
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薬 効

副作 用

説 明 雷

点滴 内容

0 1 2 3
人 数

4 5 6 7 8

図 3，抗癌剤注射
’
薬 の 説明の メ リ ッ ト

治療 へ の 覚悟

不 安減 少

特 に 無 し

不 安増 加

0 2
人数

4 6 8

図 4．抗癌剤副作用 の 解説 の 印象

両方 必要

症 状の み

診 断名の み

両 方 不 必 要

0 2 4 6 8

人数

図 5．副作用 症状，診断名の 必要性

て も理 解で きず無解答 で あ っ た．

　質問 5 の 「そ の 他 に 何 か 改善 して ほ しい 部分 が あ りま

す か」 の 問 い に は ，全員 が な い と答え，また ，質 問 6 の

「説 明 書 で 良か っ た 部 分 は 何 で す か」の 問 い に は，今ま

で の 質問 の 答 えと内容 が 重複 したため，結果 を省略 した，

考 察

　今 回 の 調 査 に よ り，薬剤 師か らの 抗癌剤注射 薬 の 説 明

に 対す る 患者 の 意識調 査 は 肯定的で あ り，説 明 を受け る

こ とに より治療 に 対 して安心感が増す患者が多い こ とが
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わ か っ た （図 3），

　また
， 抗癌剤 の 副作用 は他剤 と比較して 出現頻度が多

い が，ほ とん どの 患者 は 副作用 の 説明 に よ っ て 不安が 増

強 され る こ と は な く（図 4 ）， 副作用 の 説 明 の 必要性 を

訴え て い た （図 5）．

　 実 際 に 抗癌剤注射薬 の 説明 を行 っ た結果，患者側 の 抗

癌剤注射薬の 捉え方と し て ，下 記 の 感触 を得 た．

　  薬 の 投与に 関 し て は，注射薬 は 患者 の 意志 に か か わ

ら ず 投 与 され る た め，抗 癌 剤 か ，副 作用 防止薬 か ，今何

が 投与 され て い る か が わ か ら な い とい う不安感 が あ る ，

一
方，通常の 内服 薬 や 外 用 薬 の 服薬 は 自己管理 に大 きく

左右 さ れ，ま た，手で 触 る こ とが 可 能 な た め，服 薬 の 実

感 が あ り，不安感 は 少 な い ．

　  薬 の 捉 え方 は，同 じ薬 な の で ，薬剤師 か らは 通 常の

内服蘂 や 外用薬 と 1司様 に
， 注射薬 の 説明 も して も らい た

い ．

　  副作用 に つ い て，内服薬 や 外用薬 と異な り，抗癌剤

注射薬 で は そ の 出 現頻度が 高い の で 当然 と肯定的 に と ら

えて お り，前もっ て 内容を知 っ て お きた い と考え て い

る．

　一
方，抗癌剤 に 関す る 調査で は な い が ，外来患者 へ の

医薬品情報提供に お い て の 患者 の 意識調査 に お い て ， 竹

内 ら
5冫は，患者の 知 りた か っ た 情報 は，効果 ・効能，副

作用，薬 の 名前，薬 の の み あわ せ 等の 順 に な っ て お り，

ま た，副 作用 に 関 して は，お 薬説明書 に 関 す る 電話相談

の 半数は 副 作 用 に 関 す る 質 問 で あ り，患者が副作用 を自

分 で チ ェ ッ クする意識 の 向上 が み られ る と述べ て い る ．

池 田 ら
5）は ，患者へ の 意識調査 に対 し て，お 薬 の 説明書

は 94．0％ の 患者 が 役 に 立 っ た と述 べ て お り，具 体 的 に

は ， 作用 や 薬効が わ か っ た
， 不安が減 っ た等の 回答が多

か っ た と 報告 して い る，末松 ら
4｝は，「飲 ん で い る 薬 が

わ か っ て 安心 した 」 が 60％ と最 も多か っ た と報告 して い

る ，以上 の ように ， 患者 の 意識調査 として ， 抗癌剤注射

薬 とそ れ 以外 の 薬 とで は 受け止 め方 が違 う と 思 わ れ る

が ，結 果 的 に，今 ま で に報告 され て い る 外来 で の 医薬品

情報提供の 場合と今回 の調査 は 類似 の 結果 と な っ た ．

　実際 ，青山
17〕

は，抗腫瘍薬 の 服薬指導 に お い て ，癌告

知 を し て い る 場 合 に は ，抗腫瘍剤 の
一

般的な副作用 は，

きち ん と説明 す べ きで あ る と，その 必要性 を述 べ て い

る．ま た，約 95％ の 患者 に癌告知を して い る 薄井 ら
18）は，

医師 の 立 場 か ら，患者へ の 服 薬指導 をす る ときに は ，ま

ず患者の 癌 に つ い て詳細 に 説 明 し，治療の 重要性 と危険

性 を 理解 させ る こ と か ら は じめ な け れ ば い けない と述 べ

て い る．篠 ら
L9｝は，抗癌剤 の 説 明 に お い て ，副 作 用 に 不

安 を抱 い て い る患者 は 少 な くな い の で，薬 剤師か ら の 説

明 は副作用 に 重点 を置 くよ うに した と述 べ て い る．医師

医療薬学 vol，29，No ，1（2003）

の 意識調査 に お い て ，網野 ら
7〕は，外来癌患者へ の 服薬

指導に 対 して 8 割以上 の 医師 か ら必要 で あ る との 肯定的

な回答 を得 て お り，特 に説明すべ き項 目は，副作用 が 最

も多く，次 い で 薬効，薬品名 ，注意点 の 順 で あ っ た と報

告 して い る．

　今回 の 調査 に お い て ，調 査対象の 例数が少 なか っ た の

で
，

こ の 結果 か ら結論 づ け る こ とは で きない が ，今 まで

の 報告 もし くは 論説 と類 似 の 結果 が で た と思 われ る．そ

し て 当院 の 指導 は ，患者 に む や み に 不 安 を与 え て お ら

ず ， 思者 は 薬剤師 か ら の 抗 癌 剤 注 射 薬 の 説 明 を 必 要 と し

て い る こ とが わ か り，さ ら に推進 す べ きで あ る と思 わ れ

た ．

　
一

方，抗癌剤 の 薬剤管理指導業務 に お い て の 問題 点お

よ び注意点と し て，新迫 ら
20）は，服薬指導時 の 問題点 と

して ，外 来 用 抗癌剤 説 明 文 に お い て の 医師へ の ア ン ケ
ー

ト調査で，「薬 に対す る 医師 と薬剤師 の 説 明 の 食 い 違

い 」 が 最 も多く，患者に混乱 を来 し，医療不信 に陥 る 可

能性 が 懸念 さ れ る た め
，

医師 との コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を

十分 に 図 る こ とが 大切 で あ る と述 べ て い る，また ，上 島

ら
2T）は．抗癌 剤治療 に お い て患者 は 処 方さ れ た 薬 以外

に ，藁 に も縋 りた い と い う思 い で ，市販薬 や 健康 食 品 を

摂取 して い る こ とが 多 い ．そ の た め，入 院 時 に 摂 取状 況

を聴取 し，副作用 や 相互 作用 の 発 生 の 有無を評価する こ

と が 必要 と述べ て い る．

　以上 よ り，上 記 の 点 に 関 して さ らに 気 をつ ける こ と は

もち ろ ん の こ と，抗癌剤注射薬 の 薬剤管理指導業務に お

ける 他 の メ リ ッ ト と して
， 特 に 危険性 の 高 い 抗癌 剤 注 射

薬 の 処方 内容 の チ ェ ッ クが 可能 と な り，リ ス ク マ ネージ

メ ン トの 点 に おい て も重要 と思 わ れ る．そ して ，今回の

調査に よ り，患者の 治療に対す る 精神的なケ ア の 観点か

ら，今後 ますます必要 に な る と思 わ れ た．
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